
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和2年度　学校評価 中間評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価） 実施結果 評価 意見や提言

●全職員による課題の共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示したマイプランの成
果指標を達成した教師90％以上

・教職員間でマイプランの共有と校内研修等による取組の促
進 B

・教師アンケートでは、A・B評価が７５％であったが、６月より毎月１回「共通
実践のためのマイプラン」を振り返る機会を設けた。各自の振り返り、今後の
取組を書面にて報告することで、共有化を図っている。今後も、毎月１回の振
り返りを継続するとともに、校内研修等の機会を通して全職員による共通理
解と共通実践を推進していく。

A

・教師アンケートでは、A・B評価が１００％であった。年間を通し、継続して毎月１回
「共通実践のためのマイプラン」を各自が振り返り、今後の取組を書面にて報告する
ことで、共有化を図ってきた。また県の学習状況調査の採点、分析も全職員で行い、
課題の共通理解と実践に向けての手立てを確認した。今後も、校内研修等の機会を
通して全職員による共通理解と共通実践を推進していく。

・学力向上については、学校便りやホームページで取
組や結果を把握している。県調査の具体的な数値を示
していただけると、より成果が見えやすい。

学力向上コーディ
ネーター

○自分の考えを書く活動と話す活動の充
実
　　(自分の考えの可視化)

○児童アンケ－ト「書くこと や 話すことは 上手になっ
ていると思いますか。」の質問に対して、A評価を40％
以上、A・B　評価で80%以上
〇児童アンケ－ト「勉強はわかった」で、A評価で40%
以上、A・B　評価で80%以上

・児童が自分の考えを表現する手立てとして、式・文・図・学
習用語・記号等を使った書き表し方、話型を使った表現方法
の指導の工夫
・ICT等を活用して、自分の考えを表現する場の設定の工夫
・理由や根拠(条件)を意識して、読む・書く・話せるような学習
活動の工夫

B

・児童アンケート「書くことや話すことは上手になっていると思うか」につ
いて、A評価は４０％以上、A・B評価で９０％以上であった。全クラス、
学習用語や表現方法等、教室掲示（環境整備）の工夫が見られる。
・児童アンケート「勉強はわかった」について、A評価は４０％以上、A・B
評価は９０％以上であった。日頃からICT等を活用した授業実践ができ
ており、児童の考えを表現する一助となっている。ただ、理由や根拠
（条件）を意識して、読む・書く・話すような学習活動については、教師ア
ンケートの結果からすると、まだまだ工夫の余地があると思われる。今
後も、全職員で共通理解をしながら実践に取り組めるように働きかけて
いく。

B

・児童アンケート「書くことや話すことは上手になっていると思うか」について、
A評価は４０％以上、A・B評価で９０％以上であった。児童が自分の考えを表
現する手立てとしての環境整備は、年間を通しどのクラスもよくできていた。
ただ、実際の授業では、自分の考えを話したり書いたりすることにやや苦手
意識をもっている児童も見受けられる。今後も、自分の考えを可視化させる工
夫を講じ、書く活動と話す活動の充実を目指す。
・児童アンケート「勉強はわかった」について、A評価は４０％以上、A・B評価
は９０％以上であった。職員は日頃から児童の意欲を喚起し、西部型授業の
実践を心がけている。どのクラスもていねいな授業を行っているが、教師の
意識としては、理由や根拠（条件）を意識して、読む・書く・話すような学習に
ついてはまだ定着できていないのが現状である。今後も、校内研究を中心
に、全職員で共通理解をしながら「わかる授業」の実践に取り組んでいく。

・ＩＣＴをどの位利用しているのか。（学校より、授業での
タブレット利活用、タブレット持ち帰り、オンラインにつ
いて説明）→これからもぜひ積極的に活用してほしい。
家庭でのオンライン利用については、保護者も交えて
の有効活用をお願いしたい。
・今年度は、コロナ禍により実際に授業を参観する機
会がなく、児童の姿、変容がよく分からなかった。

学力向上コーディ
ネーター
研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

〇児童アンケ－ト「なかよく過ごす」で、A・B　評価で
80%以上

・子ども同士のかかわりを深める活動の工夫
・自己有用感を高める「出番・役割・承認」の工夫
・たてわり活動の充実 B

・児童アンケート「なかよく過ごす」で、A・B評価は80％以上を達成
している。しかし、相手の気持ちを考えた思いやりのある言動につ
いては、、まだ改善すべき点が見られる。自己有用感を高めたり、
児童のかかわりを深めたりする活動を実践していく中で、教師が
一人一人の言動にアンテナを張り、指導を行っていく必要性があ
ると考える。まずは児童の言葉遣いや挨拶などの指導からきめ細
やかに取り組み、児童の心の教育を図っていきたい。

A

・児童アンケート「なかよく過ごす」で、A・B評価は95％を達成した。児童が代表委員
会で決定した学校の目指す姿の合言葉の実現に向けて、毎朝、合言葉を放送し、月
に一回は児童間のよい言動を「いいね」「ありがとう」カードにして放送、掲示をしてき
た。さらには２か月に1度、合言葉に向けての振り返りを学級単位で実施した。意識し
て行動させ、承認し、振り返る活動を継続したことにより、上級生がますます下級生
に親切になり、また、規範を守る姿の手本となった。前期の評価に甘んじず、児童の
改善点に目を向けて、教師が一丸となって目配りと指導を行った成果であると考えて
いる。今後も、児童の主体的な児童会活動と、教師の指導のバランスを保ちながら、
児童の自己有用感を高めていく活動を工夫していきたい。

B

・「心の教育」は家庭がベースになる。親子の会話につ
いては、保護者アンケートではＢ評価（どちらかといえ
ばそうだ）が多かった。これは、自信がないことの表れ
でもある。Ａ評価がもっと増えてほしい。

特活部

●いじめの早期発見、早期対応体制の充
実

〇月１回いじめに関するアンケート「月のこころ」で、
「学校が楽しい」の評価が80%以上
〇教師アンケート、「道徳の授業の充実」でA・B　評
価90％以上

・月１回いじめに関するアンケート「月のこころ」を実施と結果
を共有、迅速な指導
・道徳の授業の充実
・定期的な情報交換による子どもの共通理解(毎週水曜日
「教育相談連絡会」)　→　特支項目から移動

Ａ

・月１回のいじめに関するアンケート「月の心」で、「学校が楽しい」
の評価が８０％以上であった。ほぼ毎週、教育相談連絡会を実施
し、気になる児童についての共通理解ができている。
・教師アンケート「道徳の授業の充実」Ａ・Ｂ評価は９０％以上で
あった。今後も、「月の心」、道徳の授業の充実、教育相談連絡会
を継続して取り組んでいく。

A

・月１回のいじめに関するアンケート「月の心」で、「学校が楽しい」の評
価が90％以上であった。ほぼ毎週、教育相談連絡会を実施し、気にな
る児童についての共通理解ができている。
・教師アンケート「道徳の授業の充実」Ａ・Ｂ評価は100％であった。今
後も、「月の心」、道徳の授業の充実、教育相談連絡会を継続して取り
組んでいく。

・これまで同様、いじめの早期発見、早期対応をしっか
りとお願いしたい。

教育相談担当
人権・同和教育担
当
道徳教育推進教師

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実現
に向けて意欲的に取り組もうとするための
教育活動
(志を高める教育)

◎「将来の夢や目標を持っている」について肯定的な
回答をした児童（小学６年生）でA・B　評価を80％以
上

・集団の中で役立つ喜びや自分への自信をはぐくみ、未来へ
の具体的な夢や目標がもてる活動の工夫
・総合的な学習の授業でのキャリア教育の取組 Ａ

・「将来の夢や目標を持っている」についてＡ・Ｂ評価で肯定的な
回答をした児童（小学６年生）が８０％以上であった。総合的な学
習の授業で、キャリア教育として関心のある仕事などについて調
べる学習を予定している。その学習を通して、夢や目標を具体的
にしていく。

A

・「将来の夢や目標を持っている」についてA・B評価で肯定的な回答を
した児童（小学６年生）が８０％以上であった。総合的な学習の授業で、
キャリア教育として関心のある仕事などについて調べ、学級で発表す
る活動をすることができた。学習を通して、児童は目標に向かってこれ
からの具体的な進路について考えることができた。

・今後も地域の方と多く関わることで、児童が学ぶこと
や働くことの意義を感じ、目標をもつようになってほし
い。

６年担任

●健康・体つくり

●「安全に関する資質・能力の育成」 ●児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にする
〇児童アンケ－ト「手洗いをきちんとできた」で、A評
価90％以上

・交通教室の実施、学級活動・道徳の授業の工夫
・「手洗いタイム」の設定や視覚化、声かけ、臨場指導の徹底

B

・児童生徒の交通事故は０（ゼロ）だった。交通教室はコロナ対策のた
め実施できなかったが、学級活動や道徳の授業において交通指導を
行うことができた。
・児童アンケート「手洗いをきちんとできた」で、A・B評価は86％だった
が、A評価は75％だった。今後も手洗いについて声かけや臨場指導を
徹底し、意識の向上を図る。

A

・児童生徒の交通事故は０（ゼロ）だった。集団下校をしっかり並んで安
全にできるように毎日指導を行った。
・児童アンケート「手洗いをきちんとできた」で、A・B評価は93％だった。
給食前に手洗いの放送と音楽を流して、手洗いを啓発していった。また
各学級でも声掛けを行った結果、中間評価より7％上がった。今後も継
続していく。

・児童の登下校時の荷物が多いと感じている。（学校よ
り持ち帰りの荷物についての説明）
・地域の青色パトロールは、下校時間に合わせて行っ
ている地区と、そうでない地区がある。下校時間でなく
ても、抑止力にはなっているのではないか。

保健体育部
道徳教育推進教師

●業務改善・教職員の
働き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上
限を遵守する。 (月45時間、年間360時間以内)

・定時退勤日の設定
・会議資料の事前配布と提案時間の設定
・校務シェア掲示板による連絡事項伝達時間の短縮
・積極的な未然防止指導と保護者への確実な説明等、迅速
な組織的な対応

B

・時間外上限を遵守した教師６２％、教師アンケート「業務の効率
化、時間外勤務の削減」A・B評価は５３．９％であった。一方、「校
務サーバーへの文書等の保存・整理」A・B評価は、９９．８％と高
かった。会議の工夫や校務シェア活用等、業務改善はしているも
のの、まだ、教職員の意識を変えるところまでには至っていない。
行事の提案や振り返りの際に、内容の選択と集中、実施の効率
化が図られるよう、声をかけていく。

B

・時間外上限を遵守した教師５１％、教師アンケート「業務の効率化、
時間外勤務の削減」A・B評価は５４．５％であった。「校務サーバーへ
の文書等の保存・整理」A・B評価は、１００％を達成した。今年度は、研
究指定校を受け、また経験者研修に該当する教員が４名おり、研究授
業や報告に関わる業務が増えたことも一因と考えられる。事前に検討
し議論すべきところを焦点化したり、校務シェアやプリントで業務を明確
にしたりする等、スムーズな学校運営に努めたものの、やはり行事の
精選、業務削減には限りがある。今後も、創意工夫を図るとともに、職
員のタイムマネジメント力をつけ、個人で取り組むものについて再度見
直す等、職員の意識を変えていくよう声をかけ続ける必要がある。

B

・経験者研修とはどういうものか。（本校においては、
初任研、２年研、経３研、中堅研）
・データの持ち帰りはできるか。どのような物を持ち
帰っているか。（個人情報の持ち帰りはできないことを
説明）
・給食費や教材費等、どのような形で徴収しているか、
未納者はいないか、未納者への通知方法はどうしてい
るか。（次年度から口座引き落としになることについて
説明）

管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価） 進捗状況と見通し

達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○教員アンケ－ト「特別支援に関する専門性が向上
した」で   A・B　評価を90％以上

・実効的な支援体制づくりの強化
・特別支援教育・UD教育の視点での教室環境づくりと指導の
工夫
・保護者や関係機関、専門家との連携強化

B

・教員アンケート結果では、Ａ・Ｂ評価が８０％以下にとどまった。しか
し、毎月のＵＤ教育チェック表の結果を見ると、教室環境づくりや指導
の工夫に取り組んでいる教員が多い。１学期中に、支援学校や武雄市
のセンター的機能を利用し巡回相談を行い、８名の児童について連携
を図ることができた。また、全学級で気になる児童のケース会議を実施
し、管理職と担任との情報交換、共通理解を図ることができた。今後
も、教員の特別支援教育に関するＡ・Ｂ評価が９０％以上になるように、
ＵＤ教育への実践、支援体制づくりを継続して取り組んでいく。

A

・教員アンケート結果では、Ａ・Ｂ評価が100％になった。毎月のUD教育
チェック表の結果も徐々に評価点が上がってきた。職員の特別支援教
育とUD教育に関する意識が高まった。2学期に、気になる児童のケー
ス会議を実施し、管理職と担任との情報交換、共通理解を図ることが
できた。今後も継続して特別支援教育・UD教育の専門性と意識の向上
に取り組んでいきたい。

A

・今年度は「花まる」（地域の方の丸付け等の支援）は
できなかったが、例年、特別支援学級の児童も、良い
雰囲気で学習や活動ができていると思う。手厚く指導
がなされている。 特別支援学級担任

〇地域との連携の充実
○地域学校協働活動の充実 ○教員アンケ－ト「地域と連携した学習」で、A・B　評

価を90％以上
・地域の「ひと・もの・こと」を生かした取り組み(学習)と地域行
事への児童の参加 B

・地域連携ファイルを作成したが、地域関係の行事がことごとく中止に
なった。教師アンケート「地域との連携の充実」はＡ・Ｂ評価５０％にとど
まった。今後も地域の方と連絡を取り合い、学校だよりや学校ホーム
ページ等で学校の取組や活動を多く紹介して、今後の連携・協働につ
なげていく。

B

・今年度は、コロナ禍により、来校者を限定したため、昨年同様の取組はできなかっ
た。今年度できなかった分については、来年度に先送りしていただくようにした。ま
た、地域の方に学校の門松を作っていただいたり、５年生へ竹とんぼを作っていただ
いたり、地域の方とのつながりは今年度も保つことができた。教師アンケート「地域と
の連携の充実」Ａ・Ｂ評価が６３．６％に上がったのは、地域のつながりの継続が見ら
れたからであると考える。

B

・来校する機会がほとんどなく、新しく赴任された先生
方の顔も覚えられなかった。改めて、学校へ来校する
ことの意義を感じた。
・町と合同の運動会は一昨年もできなかったため、引
き継ぎを確実に行い、つながりを保ちたい。

教頭
教務主任

○家庭との連携の充実

〇家庭におけるオンラインゲ－ム・SNS等
に関する「管理・確認・話し合い」の強化

〇児童アンケ－ト「テレビやゲーム、インターネットの
やくそくを作り、守っている。」でA評価を80％以上

・オンラインゲ－ム・SNS等の指導の工夫
・学校だより、学級だより等による家庭へのSNS等に関する
「管理・確認・話し合い」の啓発
・情報モラル教室(4年生以上・保護者)を行うことによる、より
よい情報活用について考える機会の設定

B

・児童アンケートでＡ評価が72％・Ｂ評価17％で、年度当初のＡ評
価80％以上の目標には至らなかった。臨時休校など、家庭で過ご
すことが多くなったことも原因であるが、今後、さらなる各学年の
実態や個に応じた指導の工夫を行うとともに、保護者を巻き込ん
だ情報モラル教室の実施を考えていく。 B

・保護者アンケートでＡ評価が34.7％・Ｂ評価48.0％で、合わ
せると80％以上に達している。年度初めのＡ評価80％には
至らなかったが、各学年で情報モラルの授業に取り組むと共
に、4年生以上の学年で情報安全教室をリモートで実施する
ことができたことは、有意義であった。コロナ禍で、家庭で過
ごすことが多くなったことも原因であるが、今後、保護者を巻
き込んだ指導の機会を模索する必要がある。

B

・テレビやゲームの約束についての基準はあるか。
・この地域も昔と違い、都会と変わらないくらい情報が
入ってきている。さらに掘り下げて実態を調査する必要
がある。
・場合によっては個別指導も必要ではないか。 生徒指導部

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・今年度は、学校経営方針に基づき、取組内容をより焦点化し、成果指標を明確に示した。常に重点目標につなげて学校運営を行い、職員にも見える形にして、職員の意識の向上、継続を図った。その結果、多くの面で中間結果より上回る結果につながった。ただ、各職員が、目標を達成するべく力を多く注いだ結果、業務改善には至らなかった。教職員の働き方改革の推進については、今後も、教職員の意識改革と、疲労感軽減、働きやすさに向けて工夫する必要
がある。
・保護者アンケートの結果は、肯定的な評価AとBを合わせた割合は、最終評価では全質問で８割を超える結果となった。今後も、「信頼される学校」を目指して、取組を充実させていきたい。
・オンラインゲーム・SNS等については、家庭とも連携して引き続き指導をしていく必要がある。
・今年度は、コロナ禍により地域と連携した活動は十分にできなかったが、強固なつながりは保つことができている。次年度も、開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、また、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定することで、「心も体も『元気』な子ども」を育成したい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者
重点取組

具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全職員が研究授業を行い、学力向上への進捗状況を示すことで意識が高まり、授業力の向上を図ることができた。次年度は、課題を共有化し、校内研究を中心に系統的、継続的、反復的に行うことができるよう方法を工夫し、学力向上とともに職員全体の資質向上につながるようにしていきたい。

・「凡事徹底」を合言葉に、くつそろえ、あいさつなど共通した取組を行ってきた。次年度も継続して「月のこころ」や教育相談を実施し、いじめ等の未然防止に向け、子どもの小さなサインも見逃さない、アンテナ、意識づくりを図っていきたい。

・開かれた学校づくりの推進に向けて、家庭・地域と連携・協力し、子どもの出番・役割・承認の場を数多く設定し、学校・家庭・地域で「心も体も『元気』な子ども」を育成したい。

２　学校教育目標  　　ただしく・やさしく・たくましく　のびゆく西っ子　　    ～心も体も「元気」な子どもの育成～

３　本年度の重点目標

1 　子どもの安心・安全が保障される学校　～「命」が最優先～

　　(1) 違いを認め合い、互いに高め合う仲間づくり・学級づくり　　(2)安全教育の充実と安全な環境づくり　　(3)健康・ 体力づくりの充実

2 　個性に寄り添い、きめ細やかな指導を工夫する学校～　一人ひとりを大切に　～

　　(1) 特別支援教育の充実　　(2) 個に応じた授業の充実　(3) ＩＣＴ利活用教育の充実

3　 地域と共にあり、「主体的・対話的で深い学び」を実現する学校～授業力アップ～

　　(1) 地域学校協働活動の充実　　（2）「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善　　（3）校内研究・職員研修の充実

学校名   武雄市立西川登小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組

具体的取組

●心の教育

主な担当者

中間評価 最終評価 学校関係者評価


